
政策情報かわさ き N o .4 1  2 0 2 3 .0 32 2

5  未来への展望

川崎市では今年度、「 基本的考え方」 に基づく こ

れまでの取り 組みの検証を 行っ ているが、 その中で

ある有識者から いただいた「 ソ ーシャ ルデザイ ンと

は、『 行政が社会をデザイ ンする』 のではなく 、『 社

会によるデザイ ン』 である」 と いう コ メ ント が印象

的であっ た。 事業プロセス自体が従来と は大き く 異

なり 、各区一律、行政主導の協働スタ イ ルではなく 、

多様な主体のつながり と その相互作用による「 市民

創発」 を目指し ており 、 行政はその一員の立ち位置

で参加し ている。 行政主導の進め方ではないので、

期待する 方向にいかないこ と や、 時間を要する こ と

も あるかも し れない。 し かし ながら 、 市民自治の視

点で考えると き 、 市民が主体と なり つつ、 行政も 一

緒に悩み、 考えるプロセスこ そが、 地域でのつなが

り や市民自治の力が育まれ、 市民一人ひと り がお互

いに支え合う 互助のまちづく り の広がり につながる

こ と が期待でき る。 そのために、 行政も 一員と し て

伴走し 、 機動的に必要な施策を展開する、 と いっ た

“絶妙な”関わり 方が求めら れている。 そのよう なこ

と を意識し ながら 、「 基本的考え方」 においてコ ミ ュ

ニティ の将来像を描いた「 希望のシナリ オ」 の実現

に向けて今後も 取り 組んでいき たい。

50年前の川崎市役所にタ イムスリ ッ プ

山　 雅之さ んに聞く ②

― 5 0 年前の執務環境はいかがでし たか。

（ 山） 私は生活保護の担当でし たが、 以前、 川崎

市警があっ た頃の建物が転用さ れて事務所と し て

使われていまし た。 木造庁舎は古く て暗く 、 歩く

と 床がギシギシと 音がし て、 窓は木製のため隙間

風が入っ てき まし た。 自席には灰皿が置かれ、 タ

バコ を 吸いながら 仕事を する のが当たり 前で し

た。 当時の上司に掛け合っ て換気扇を入れた時に

は随分恨まれまし た（ 笑）。 入庁当時は女性も 少

なく 、 私が勤務し ていた分庁舎のト イ レは水洗で

はなく 、 男女共用でし た。 また、 土曜日は「 半ド

ン」 と 言っ て半日勤務、 半日休みでし た。 午後は

みんなで野球をし て、 そのまま飲みに行く 、 と い

う のが習慣化し ていまし た。 一方で、 課長には専

用の部屋があり 、 係長は背も たれが高く 白いカ

バーが掛かっ ている大臣のよう なイ スに座っ てい

るなど、 役職者はずいぶん偉かっ たですね（ 笑）。

― 仕事道具はどのよう なも のを使っていまし たか。

（ 山） 入庁時は文書や記録を 万年筆か液体イ ン ク

をつけたペンで書いていまし た。 その後、 ボール

ペンの使用が普及し ていき まし た。 また、 保護費

の計算にはそろ ばんを使っ ていまし た。 電卓が導

入さ れたのを機に計算が早く なり 、 パソ コ ンが普

及し 劇的に仕事の仕方が変わり まし た。

電卓を 使い始めた当初は電卓がはじ き 出し た数

字が信じ ら れずに、 そろ ばんを打っ て確認し たり

し ていまし た。

― 市役所周辺の風景はいかがでし たか。

（ 山） 川崎と 言えば労働者の街で、 かつては道路

のと こ ろ どこ ろ で酒盛り をする人たちも いたほど

です。 川崎も ずいぶん変わっ たなぁ と 心底思いま

す。 私には、 その変化のシンボルが新本庁舎に見

えますね。 世の中はデジタ ル化が進みますが、 職

員の方には本を読んだり 生身の体験も 大事にし て

ほし いと 願っ ています。

また、 キレイ な執務室で勤務でき るこ と が一番

う れし いので、 勤務状況を改善し てく れたすべて

の人に感謝し たいです。

昭和4 6 （ 1 9 7 1 ） 年に入庁さ れた山さ んに編集部が当時のお話を 聞

き まし た。
山　 雅之さ ん
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